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米国の10月雇用統計は回復の継続を示唆する内容でした。特に、非農業部門雇用者数は政府部門の雇用が減ったにもかか

わらず民間の底上げで回復したことや、失業率の大幅な低下は、当局の財政、金融政策が雇用市場の下支えとなっていること

が示唆されます。米雇用市場の当面の回復は想定されますが、一部課題も見られます。

米雇用統計は堅調な回復を示唆するが、今後に課題も

米10月雇用統計：非農業部門雇用者数は
市場予想を上回り、失業率は大幅に低下
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北米

米国労働省が2020年11月6日に発表した10月の雇用

統計で非農業部門雇用者数は前月比63.8万人増と市場

予想（58.0万人増）を上回りました。前月は67.2万人増と速

報値66.1万人増から上方修正されました。

失業率は6.9%と、市場予想（7.6%）、前月(7.9%)を下回

りました。また、労働参加率は61.7%と前月(61.4%)を上回り

ました。ただ、27週以上にわたって職探しをしている長期失

業者は115万人増えて356万人と、2014年以来の高水準

となっています。

す。また、今月の失業率の低下は性別、年代、人種別でみて

も減少(改善)が見られました。ただ人種間の失業率格差は残

ります。最も格差の解決は月単位ではなく、より長期の課題で

あり、今後も改善が続くか見守る必要があります。

改めて繰り返しますが、今回の雇用統計は米国の雇用市

場の回復を示唆しています。他にも失業率の質を示すU6失

業率(経済的理由でのパートタイムを失業者にカウント)も低下

するなど、改善しています。ただ、あえてデータに見え隠れす

る今後の課題を指摘するならば、長期失業者数（27週以上

の失業者人数）は約356万人と、前月の約240万人から急上

昇しています(図表2参照)。仮に失業がさらに長期化すれば

労働市場から退出することとなり、結果として労働参加率が長

期的に低迷する可能性も一応、想定する必要があります。米

連邦準備制度理事会（FRB）のパウエル議長は機会あるごと

に、スキルの損失など、長期失業の弊害を繰り返し指摘して

います。しかし金融政策での解決が限られる課題だけに、この

点で、今後政治の役割が重要となることも想定されます。

図表2：米長期失業者数と労働参加率の推移
月次、期間：2015年10月～2020年10月

出所：ブルームバーグ、米労働省のデータを使用しピクテ投信投資顧問作成

どこに注目すべきか：
娯楽セクター、失業率低下、長期失業者

米国の10月雇用統計は回復の継続を示唆する内容でし

た。特に、非農業部門雇用者数は政府部門の雇用が減っ

たにもかかわらず民間の底上げで回復したことや(図表1参

照)、失業率の大幅な低下は、当局の財政、金融政策が雇

用市場の下支えとなっていることが示唆されます。米雇用市

場の当面の回復は想定されますが、一部課題も見られます。

まず、非農業部門雇用者数を確認します。今回の雇用

データについて、米労働省のコメントでは雇用者数を押し上

げたセクターとして、飲食からエンターテイメントなどを含めた

娯楽(27.1万人)、雇用者数の先行指標となる傾向がある人

材派遣(10.9万人)を含んだ専門・事業所向けのサービス、

小売業、建設業をあげています。

建設業は、堅調な住宅市場に伴う動きと見られます。対

面サービスに依存する割合が高い娯楽セクターの雇用再開

は続いており、前月比の増加は他のセクターを上回っていま

す。ただ9月が40万人程度の急回復であったのに比べ勢い

が低下しています。足元、米国では新型コロナウイルスの感

染が再拡大していることと関連しているか注目しています。

雇用の回復は失業率低下にも示されています。先の米

労働省のコメントに戻ると、失業率については先月から1%も

低下したことが最初に書かれています。失業率を算出する

家計調査での就業者数の急増が失業率低下の主な背景で

図表1：米主なセクターの雇用者数の変化
月次、期間：2020年9月（左）、2020年10月（右）、前月比、数字は10月分

8.4 10.4
6.3

10.9

27.1

-26.8-30

-20

-10

0

10

20

30

40

50

建設業 小売業 運輸･

倉庫

人材

派遣

娯楽 政府

万人

9月（左） 10月（右）

60

61

62

63

64

0

100

200

300

400

15年10月 17年10月 19年10月

%万人

長期失業者(左軸)

労働参加率(右軸)


